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 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 7,800,000 0 7,800,000 
２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 
２００８年度 2,100,000 630,000 2,730,000 
年度  
  年度  
総 計 11,700,000 1,170,000 12,870,000 
 
 
研究分野  ：聴覚障害学 
科研費の分科：人間医工学   細目：リハビリテーション科学･福祉工学 
キーワード ：聴覚障害児、書記リテラシー、プレリテラシー、人工内耳、聴覚活用、 






















英国;Conrad et al 1997、日本; 川口、1980)、書記リ
テラシーの障害は、職業選択や貧困問題などの深






















① 補聴器装用と書記リテラシ  ー (研究1-1) 
a) 補聴器装用者の長期追跡的研究 
神奈川県所在の大学医学部附属病院において、





























術前、術後 3 ヶ月、6 ヶ月、12 ヶ月、1 年ごとに
聴 取 能 の 評 価 (Listening Progress Test; LiP, 












































































































































































方、手指法使用児 3 例では、1 年間に相応の向上































(2) 書記リテラシーに関する評価 PC ソフトプロ
グラムの開発と有用性検討研究 (研究2) 
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おける物語産生能力の評価法の検討。 第 52 回日
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